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夏の学校期間中, 最 も暑かった8月 1日に野沢温泉中学校で講義が行なわれた｡最初

にクロームのスピン密度波 (SDW)とその理論的取扱いが簡単に紹介された｡スピン密

虎波は, 最初 Overhauserによって自由電子ガスで存在することが予言された｡その後,

LomorがクロームのIl点の周 りの電子のFermi面とH点の周りの正孔のフェルミ面が

nestingしてSDWが安定になることを指摘 した｡ 小谷氏は sizeの異なるフェルミ面が

nestingすると incorrmensurateな SDWが生 じること示し,次のような実験事実につ

いて具体的な計算結果を示 された｡

① 光吸収のスペク ト/レ

④ Com ensurate-1ncom ensuratetransition
′

③ Neel点における相転移の次数

④ Chargedensitywave(CDW)とStrainwave(SW)

これらの実験事実のうち,④と④については理論的に説明がっいているが,③と④に関

しては現在,精力的に研究がなされている｡相転移の次数の問題は9 クロームの相転移

が非常に2次に近い一次相転移であるために,統一的な見解がない｡すなわち,フェル

ミ面の形,CDW, SWの存在,SDWが生じる際のフェルミ準位の変化 , 電子の寿命

などが微妙な影響を与えるからである｡ 小谷氏は,電子系と格子系の間にdeformation

ptentialを通 じての相互作用を考え,CDWとSWの形成が orderparameter の4

乗の係数に与える影響を調べることによって,定性的な傾向を得た｡それによると,電

子格子相互作用が十分強く, reservoirの状態密度が大きいほど一次相転移が生じ易く,

Corrmensurate-1ncorrmensuratetransition の近傍で生じ易いことが結論される｡

午後からは,この nestingFermisurface のモデ/レの改良点が論じられた｡このモ

デルでは reservoirのスピン分極が無視されているためにmagneticmomentの計算が

できない｡これを改良するために,小谷氏は,reservoirのmagneticporalisation を

も考慮 してmagneticmomentを計算する試みを話された.そしてこの改良が,相転移
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の次数の問題に関しては一次相転移を有利にするように働 くことを示された｡詳細につ

いては予稿集を見られたい｡
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